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毎月／〟 呈はつづけ 出欠照会不妾とした人に無届欠席が割合に多い．酒田

へのメークアップを額力に行う方洩．例会を両者話し合って，その間をもう少し粥かすことは出来な

いか．　例会場に出緒者掲示など協議す．今庄のクラブフォーラムの結果，失格笹頻した会員を皆ん

なで努力して救い得て嬉しふった．

散薬分疑委員会（手塚君）　会員選衡委員会
委員会としては，市内の職業分類に対しての多くの人をあまりよく知らないので，このような機会

に会員全体で気のついたことを委員会に連絡，検討して頂き度い．新会員候補者名簿配布して検討す．

会報委員会　（三井着）

大体活動計画書によって仕事をしてきた．今後成る可く会員の多くの人に何か機会ある毎に書いて

頂き度い．（級業のこと，旅行言己，他クラブ訪問記など）会報委員の為に，会員のスピークをなさる

かま，その宴旨を会報′云（′，′〝字内外）にまとめて，原稿を頂ければ有難い．プログラム委員か

らその点スピーク担当者に連絡して頂き度い．　会報発送に就いて佐蘭開署より報告

親睦委員会　‾イ＿革圭輿革．！

親睦委員会の中で，受付，スマイル，ゲス†の応符等分担してやればもつとスムースに例会が道営

されると思われるが，なかなか委員の方々が多忙の方が多く，会員拡大された後は出来るだけ分担し

て′人の仕事を少なくする様にしたい．受付は事務員が釆たら例会毎に会場人口でやっていただくこ

とにする．

◎　前の活動計画書にもあった会員の慶弔規定は．親クラブに問合せ中で早々に作る予定．

◎　スマイルボックスなかなか入りにくい場合があるから．毎月の理事会で．会長，幹事，会計，

理事が立合いのもとに網けたい．

◎　親睦委員，幹事，会壕監督のタヌキを作りたい，

◎　会員の写真入り名簿を作って行きたい．

プロ　グラム （鈴本草．1

活動計画に基いて順鈎に行なわれ，殊に半間の活動計画も立ててありその様に進入たい．

◎会員のスピークの場合．会報委員に協力する意味で会報′頁位になる程度の抄録を事前に用意して

会報委員の方へ提出したら如何．

ロークリ」情報委員会　（佐藤（仁）君）き　（佐藤（仁）君）

前に一皮話勉に上った朝食会，来年∫，J月頃は是非実行したい．

弘報委員会　（五十嵐君）
一般情報委員会がこの様に改正さrした．

◎　以後クリスマス，酒田との合同会等々来年の‘月までにかなりの会合があるが，その機会を活用

して活動する．

根菜奉仕委員会　（早坂君）

◎　会員のスピークの内に職業奉仕についての話を多く希望したい．

◎　職業奉仕の一つをテーマ，例えは雇主と従業員筒の諸問題等∵つのテーマを決めてディスカッシ

ョンを始めたい．

◎　これから就職の時期に入るが，就職の世話を出来るだけやる．

社会奉仕委員会　（荘司君）

◎　東京大会のクラブフォーラムで問魅になった幸だが，善行者の農彰という挙について．ロータリ

ーとしては虎彰という言葉ではなく，その善行者に感謝するという息で感謝の言葉を使う様にした

い．
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草子／牛（昭和占牛）之が法制化され，′ダ隼振りでアーク，クランプの発言が漸く日の目を見た

ことになった．当時の基金は∫，7、行動

′デ7年（昭和′2年）以上の成果に勢を得たR，工，理事会は基金J♂♂万弗募集の運動を起こした

のであります．

たまたま第二次世審大戦が起り，しばらく足踏状態となった．

′アり年（膳和之㍗払）即ち終戦後2年巨の／月R，工年次理事会2日巨にロータリーの創始者ア山

甘，鮎rriS博士が逝去されました．その報伝わるや，世界中のR，Cから　ポール，ハリスの名誉

を記念するため我々は何を為すべきか抄と云う声か湧き起りI当時のRI玉会民RichandC，鮎dke

詮とロータリー財団委員長鮎rTy H，RogeTS勘エポール，ノ、リス博士の　ロータリーの精神を世

界に理解せしめる、－という最筏（二）希望を叶える為にロータリー財団に寄附するように世界中のR

Cに呼掛けたのであります．

又ロータリー財田にロータリー奨学制度とロータリー財団調査団という2つの重要な事業が設

けられ．それに終戦に上って派生的に難民救済の事業が設けられました．

／P∫‘隼（昭和J／年）ロータリー財団の奨学制度，調査団，難民救済の三つに分けられていた事案

の目的をIt奨学剣賃の完成を含み列国と民間の理解と友宜関係を深め，世界平和を促進するため

∴鴫確な効果的な計画を助成するにある姑と一元化して再表現し今日に至って居ります．

ロータリー財団の活動

ロータリー財団の活動としてほ既に着手され，現に実行されている計酎ま．レ）実額制度

（J）韻査団　　（J）困窮家族救済　　の三つです．奨学制度については後で詳しく述べること

にして先ず

P一夕リー財団調査団

甲の因の充分な資格のある専門家を財団の費用で乙の国に派遣し，甲の国ではまだ知ら

れていない，或は適用されていない乙の国の医学，社会学，科学，教育の分野での進歩し

た現状，扱締面等を研究，調査，勉学をさせる制度であります．

財団はその費用によって特派専門家が／ケ車間これ等の分野での特別な研究調査，勉学′

が心おきなく出来る棟用意し，しっかりした見聞を得て帰国し，それによって故国のそれ　▼）

らの分野の基本的な進歩に貢献できるようにするのであります．

奨学制酸は学生を送るので調査執事専門家を送るのです．いままでに∫∂人の特派専門

一　家が派遣されております．

ロータリー財団困窮家族の救済

鉄のカーテンの彼方へ取残された前ロータリアンやその家政，戦災を受けた折ロータリ

アンやその家庭，母子家庭等の救済に今日まで財団から送られた食料品や衣規は′J，♂♂ク

佃以上に達して居ります・又戦争の韓巣離れはなれになった家族の再会，捕虜への援助，

難民の定住，前ロータリアンの再起等財団の基金が多額に出されて居ります．

ロークリ′－財団奨学制度

′タダ7年（昭和JJ年）に発足したもので，国際間の理解と友情を深め，世界平和を促進

する道は・先ず国際間のお互いの理解から始まるのか順序であって，この理倍達成の一助

として財団が人種I宗教を超越し，すべての国民のうちの若人を他国に派遣し，そこで勉

学し，旅行し多くの国民と接し，その生活や思想を理解する叔会を与えると云う制度です．

具体的に申せほ世界各国の専門学校，大学卒業生のうち厳密な資格審査に合格したもの

へ，ノ草間他国の大学に学ぶ費用を給与することで，一面この奨学生は国際親善使節の便

十
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のことごとくは世界各国のR，C及びロータリアン各個人からの寄附です．

寄附の方法には次の様なものがあります．

レ）ロ岬タリアン全部が牛観′人／弗の寄附

（J）クラブに入会

（j）誕生日

′人′♂弗の寄附

ロータリー基金を設け各メン

（ゲ）生命保険の受取人をロータリー財位の名融に指定する

（∫）　会員白身の

（∠）その他遺産の寄贈，友人その他〝Jタヒ亡

扱者な寄附に対する嚢彰には次の様なものがあります．

個人に対する衷彰

レ）ポール・ハリス会員　　　′時に′■〟ク弗又は車間′，♂♂♂典以上の寄附

者

（2）ロータリー財団名誉会員

rJ）メモリアル，コyt．ピューター

／暗に∫♂ク免又は半間J〟弗寄附者

亡くなった友人そむ他を記念し′

て′年を期して′♂♂弗以上∫〝弗まで寄附した人

（ダ）維持会員（援助寄附者）

トカードの様式で旗彰

クラブに対する表彰

レ）／〝％ロータリークラブ

′生を期して／〟井守附した人にポケツ

年間各会員か基礎として′♂弗の寄附を

完了し，‘月のガバナー報告に上って知らされた時必〃タ‘クラブ‥悌憫ク

ラブといろいろあります．

（J）ロータリー財団支持者 新人会員が′人′♂動，各メンバーが年間

敢低額′動の寄附をしているクラブ

rJ）／♂♂タ古ロータリー財団地区 ′地区の各クラブが／∂ク％の寄附（／

人で′年間′針弗の寄附）が∠月のガバナー報告に基礎づけられた時

ユニタリー財団週間
こうしてロータリー財団は極力全ロータリアン全R，Cの槙師的な支持を期待しているのであ

りまして各R・Cも之に応え・／′月′∫日を含む′週間を〝ロータリー財田週勘としてクラブ

のプログラムに組入れpRを積極的支持を囲っておるわけです．

ま　と　め

今日世界平和の促進ということは全世界人頬にとって最大の誅勉であります．我々の奉仕の

姓想であるこの紬に対してロ′一夕リー財団か巧妙な仕組で着々効果が挙げられてお。，我々

の奉仕に上って財団の基金か／弗壇加すれはそれだけ世界平和に上り近づくのだという自信を

与えられることは釦こ力強く張り合いのあることで，我々ロータリアンは陸力財団基金の拡大

を図り国際奉仕山巨的達成に努めなけ爪はならないと思います．

幸い我がR・Cでは明細奨学生の推薦を予定して居。ます・更に以上の巨的達成の為に且つ

ロー∵タリー財団週間を息義あらしめる為に各会員′∂♂円の拠金をし，〟外相纏めロータリー

財団基金として寄附し・奉仕の実を挙げることを掟案してロータリー財田についてのスピーク

を終ることに致します．
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